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Ⅰ はじめに

１ 策定の趣旨
美幌町では、これまで５期にわたって総合計画を策定し、まちづくりを進めてきました。

この間、増加していく人口に対応するなど、公共施設や生活基盤
の整備を進め、昭和62 100 。平成
の時代に入ると人口が減少傾向となり、それまでの基盤整備中心の
まちづくりから、基盤の活用や人づくりを重視するまちづくりへと
変わっていきました。
平成18 から27 までを期間とする「第５期美幌町総合計
画」では、「夢はぐくむ緑の大地 びほろ

進めてきました。
、全国的には

えてきましたが、地方の が実感するには至っていませ
ん。また、平成23 など、甚大な被害がめ
だつ自然災害に対する 安全・安心なまちづ
くり」が全国的に重要な課題となっています。
平成26 止まら

るべく、地方自治
体に 取り組みが求められました。
このようななか、平成23 地方分権改革に伴う地方自治法の

で総合計画の策定を義務づけ、新たなまちづくり計画「第６期美幌
町総合計画」を策定することといたしました。

を基本としており、今回この計画を策定するにあたり、
「『びほろ』みらいまちづくり会議」において、
向性や取り組む内容を検討し、計画に位置づけるという、策定体制
で進めました。
社会経済の変動や自然災害の発生など将来予測が難しい今日です

策定しました。
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第６期美幌町総合計画

２ 総合計画の構成と期間
この計画は「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３つから成る、ピラミッド型の構成

になっています。それぞれの部分で示す内容は、次のとおりです。

また、「基本構想」「基本計画」「実施計画」それぞれの計画期間は、次のとおりです。

20162017201820192020202120222023202420252026

平成 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38

美幌町内外の現状、全体的な町の課題をふ

まえ、計画期間内に町のめざすべき将来像

や、まちづくりの目標などを定めています。基本構想（政策）

「基本計画」で示した内容（施策）を具体的に

進めるための内容（事務事業）を示しています。
※

まちづくり分野ごとに、現状と課題を示したう

えで、基本構想を実現するために取り組む内

容を示しています。

実施計画（事務事業）

基本計画（施策）

基本構想

基本計画

実施計画

11 ※１

※２

※ ローカル 12
定します。

※
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３ 美幌町の概要

（１） 、沿革、産業など

美幌 ます。大空町、小清水町、
、 と 、市街地には国道４本が縦横断しており、道東

の交通の要衝とされています。
総面積は438.41k㎡で、東部に藻琴山（標高999.6メートル）をはじめ高い山並みがあ

りますが、そのほかは標高200 300
る河川の両岸には肥沃な平地が帯状にあります。
気象は、 することから

は－20℃前後、夏は30℃前後になることもあるなど、寒暖の
700ミリメートルと少なく、国内でも有数の日

を誇っています。

「ピ・ポロ＝水多く・大いなる
ところ」といい、これが町名の由来となりました。明治20 外５カ村

村し、同12 となりました。
主な産業は農業で、１万ヘクタールを超える耕地があり、

ぎなどが主に生産され、 する加工業も多くあります。
区域面積の６２％ ち約７９％がカ

ＳＣ®
また、美幌町には、 災

害派遣活動などにより地域と密接な関係を築いております。
4 6 交通の要衝であるため、道

東観光の玄関口にもなっています。

津別町
弟子屈町

大空町

網走市

小清水町
美幌町
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（２）人口の動向

人口は、昭和39 の28,479人を最高に緩やかな減少傾向となり、平成27 ３月末には、
20,608人になっています。

55 8.1％でしたが平
成22 27.6 55 23.5％から
平成22 12.６％と減少しています。

※上の２つのグラフの数値は、平成26 （平成27 末現在）、その他は国
勢調査の数値です。
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世帯数については、核家族化の進展もあり、人口が減少傾向になった後もしばらく横ばい
の状況が続いていましたが、平成17 8,883世帯をピークに減少し始め、平成22 は
8,725世帯となりました。１世帯あたり人員は減少傾向が続いており、平成22 2.47人
となっています。
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就業人口については、総人口と同じく、昭和60 平成22 は、
総数が10,524人となっています。

については、
しています。
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４ 美幌町を取り巻く環境
美幌町を取り巻く国内外の現状と、本町のまちづくりを考えるうえで関連する課題をテー

マごとにまとめると、次のとおりです。

（１）人口減少の進展と超高齢社会の到来

世界の人口が増加を続け70億人を超えるなか、日本は人口減少社会を迎えまし
た。平成22 2010 2,800万人余をピークに減少しはじめ、今後も
この傾向は進むと予測されています。

世界に先駆けて「超高齢
社会」に突入したとされています。生産人口が減る一方、社会保障費は増大し、労

財政の悪化が、日本の深刻な課題となっています。また、人口が少な
などでは地域の活動を支えてきた人がいなくなり、

ゆかない状況もみられます。

ため、国は平成26 まち・ひ
と・しごと創生法」を制定し、「45 2060
する」ことを目的とした取り組みを始めました。東京圏への人口集中を是正し、地
方の過疎化を抑制することも目的とされており、特に、地方自治体には 人
口の増加につながる具体的な取り組みが求められています。

現状

課題

84,115

94,302

104,665

117,060
123,611

126,926 128,057 124,100
116,618

4.9 5.7 7.1 9.1
12.1

17.4
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0
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平成
2 12 22

推計
32 42

（高齢化率：％）（総人口：千人）

※総人口には年齢不詳を含む。高齢化率は分母から不詳を除いて算出。昭和45年までは沖縄県を含まず。

※平成32年と42年は、平成22年の数値をふまえ国立社会保障・人口問題研究所が推計した将来人口。

総人口・高齢化率の推移と将来推計（国勢調査）

総人口（千人）

高齢化率（65歳以上の割合）
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（２）情報化、国際化の広がり

インターネットや携帯電話などのICT(Information and Communication Technology
：情報通信技術)の普及が世界中で進んでいます。個々の情報収集・通信手段のほ
か、
また、情報網と同様に、交通網の拡大、高速化も進み、

どが国境を越えて活発に動き回っており、
かけることも多くなり、

、トラブ
ルや犯罪も増えており、悪用への対応が求められています。
また、まちづくり分野では、観光や福祉、防災をはじめさまざまな分野で、ICT

を効果的に活用していくことが期待されており、使いこなせる環境や 、
人材の育成などが課題となっています。
さらに、

外国人の受入環境の整備や国際化に対応できる教育などが、全国的に求められてい
ます。

（３）「安全」「安心」を願う気持ちの高まり

経済面や 人も増えており、「安全・安心」を求め
る声やその内容は拡大しています。
害の発生により、防災面や環境面での安全・安心を求める声が高まっています。

「安全・安心」は全国的にまちづくりのキーワードとなっていますが、
など これまで以上に個別のニ

ーズを把握し、細やかに対応していくことが課題となっています。
地震や自然

の場として関心が高まっており、「安全・
安心」な地域であることをアピールポイントに活かすことも求められています。

現状

課題

現状

課題
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（４）「地方自治」

的に合併が推進され、平成11 には3,000以上あった市町村数は、平成26 現
在、1,700余となりました。また、 進めるため、
地方自治法の改正により、複数の自治体が共同で事業をしやすくなるなど、自治体
相互の連携による課題解決がより一層求められています。

位置づける自治体も増えてきております。

地域が自らの責任と判断でまちづくりを進めていくことが求められていますが、
それらを進める職員体制や財源が十分に確保できないという課題もあります。また、
地域の実情に沿ったまちづくりを進めるためには、より多くの き、
反映させていくことが必要です。このようなことから、地方自治を推進していくう

今まで以上に重要になっています。

ですが、過疎化や高齢化により活動が低迷する傾向が全国でみられます。より積極
的かつ いくこ
とが課題となっています。

現状

課題
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５
この計画を策定するにあたって、美幌町に住む18歳以上の方や町内の中学生、高校生の

方を対象にアンケートを実施したほか、小学生、子育てサークル、 憩の家、自衛隊美幌

26 7月に実施し、813人の方から回答を頂
きました。この結果から、美幌町のまちづくりへの評価やこれからのまちづくりへの意向に
ついての主な結果は、次のとおりです。

（１）住みごこち

美幌町の現在の住みごこちについて尋ねたところ、「住みよい」が 26.1％、「どちらかと
いえば住みよい」が58.4％を占めました。この２つの回答を合計すると84.5％となり、約
85％が住みごこちを肯定的に評価しているといえます。

（２）定住の意向

これからも美幌町に住み続けたいか尋ねたところ、「今の場所（町内）に住み続けたい」
が72.4％、「町外に移りたい」が17.6％を占めました。約70％が町内に定住意向を持って
いるといえます。
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美幌町に住み続けたいか

美幌町に住み続けたいか

のうち、美幌町の特徴的なものとしては、
「自然災害が少ない」 」という回答が多くあげられました。

一方、 ついては、「 」や「働
く場所がない（遠い）」などが多くあげられました。

（３）将来の美幌町に望む姿

将来の美幌町に望む姿について尋ねたところ、「健康で安心して暮らせるまち（保健・医
」が76.3％と最も多く回答されました。
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気候条件が良くない

自然災害が心配

ここで老後も生活を続けていくことに不安がある

その他

町外に移りたい理由（すべて選択）
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46.7

24.6

53.5
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便利で快適に暮らせるまち（生活環境が整った）
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６ 美幌町の課題

するまちづくり

美幌町への定住意向を尋ねると、 「住み続けたい」と
的低い状況です。

として、
育環境が く、具体的には、子どもを産む環境
や子どもを遊ばせる場所 への支援や経済的な負担軽減をして
ほしいという声、 などがあります。
子育て支援に限らず、 が美幌町での生活を楽しめる環境をより一体的に向上させ、

美幌町に住み続けたい、住みたい

美幌町の住みごこちを尋ねると、84.5％は「住みよい」または「どちら
かといえば住みよい」のいずれかを回答しています。中高生アンケートでも同様に尋ねると、
86.6％を占め、大人より高くなっています。
この結果を、(1)で示した定住意向と比較すると、「美幌町は住みよい（どちらかといえば

「美幌町に住み続けたい」 、その差は
大人で12.1ポイントですが、中高生は21.4ポイントの差があり、大人より差が大きくなっ
ています。
８割以上が〝住みよい〟と評価する現状は決して悪い状況ではありませんが、住みよいと

思いながらも住み続けたい気持ちに至っていない町

58.9

60.5

65.6

73.8

79.9

80.4

33.9

30.7

20.6

17.2

10.8

9.8

7.1

8.8

13.7

9.0

9.3

9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

美幌町に住み続けたいか（町民アンケート/年代別の比較）

今の場所に住み続けたい 町外に移りたい 無回答
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価が定住意向につながり、その結果、 がくい止められ、子どもから大人まで住み
続けたいと思う人が増えるまちづくりが必要です。
また、中高生アンケートで を尋ねると、「買い物や遊ぶ場が少ない」

に続いて「自分に合う仕事がない」という回答が多くなっています。働く場を増やすことに
の声があがっており、

といえます。美幌町内で働きたい人が働ける環境、就きたい仕事に就ける環境などを充実さ
せていくことが必要です。

､より高めることで、

市街地に国道が４本通り道東の交通の要衝とな
っていること、身近に自然が多いこと、農作物をはじめ食べ物が美味しいこと、生活しやす
いコンパクトシティであることなどが評価されています。
が、 るほか
衛隊の駐屯地があることについても、災害時の対応や地域経済への影響

も少なくありません。
一方で、これらの 活かすことによって経済効果が特に期待できる観光については、

町内に訪れる場や宿泊できる場所が少なく、素通りされやすいことなどが指摘されています。
また、食やイベントの が 評価されながらも、食を活かした特産品開発や売り方
の工夫、イベントＰＲの工夫などが求められています。すでにある地域の資源を積極的に魅

につなげ、観光の滞在化を図っていくことが必要です。

住みよい

26.1％
どちらかといえば

住みよい 58.4％

どちらかといえば

住みにくい 10.0％
住みにくい

2.1％

無回答

3.4％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美幌町の住みごこち

「住みごこち」と「定住意向」の比較（町民アンケート）

今の場所に

住み続けたい 72.4％
町外に移りたい

17.6％
無回答

10.0％
美幌町に

住み続けたいか

住みよい

39.4％
どちらかといえば

住みよい 47.2％

どちらかといえば

住みにくい 9.8％
住みにくい

2.0％

無回答

1.6％

0% 20% 40% 60% 80% 100%

美幌町の住みごこち

「住みごこち」と「定住意向」の比較（中高生アンケート）

美幌町に住みたい

21.2％
一度は町外に出ても、ま

た戻ってきたい 44.0％
美幌町以外に住みたい

34.5％
無回答

0.3％
美幌町に住みたいか
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また、 改めて伝えることによって、美幌への誇りを高
です。地域や学校での活動、広報などを通じて、歴史や文化なども含め、
外に発信し続けることが必要です。

これまで美幌町では
り」を進めてきました。
特に、健康づくりについては、保健福祉総合センター「しゃきっとプラザ」を拠点に、性

アンケートでまちづくり分野

づくりや病気予防」であり、 るとい
えます。
また、将来の町の姿として「健康で安心して暮らせるまち」を望む声が高く、引き続き取

り組みが期待されているといえます。さらに、「自分にとっての豊かさ」について尋ねたと
ころ、「心身の健康」が最も多く、世代を問わず、心身の健康が豊かさの象徴として重視さ
れていることが分かります。
しかしながら、ひとり暮らしや単身世帯が増え、近所づきあいが希薄になってきている今

日、どの世代も、なじみの関係が築きにくく、心身の健康づくりの仲間を持つことが難しい
状況になっています。
これまでの取り組みに加えて、 、生涯学習・スポーツや地域活動など

や仲間づくりができる機会を増やすなど、皆が誰かとつながりを持って、
をみんなで楽しめるまちづくりを進め、心も身体も元気な人を増やしていくことが必要です。

（５）まちづくりを支える人を増やし、効果が発揮されるようにすることで、マ
ンパワーを高める

美幌町では、スポーツや文化をはじめとした生涯学習に関する活動、高齢者の生活や子育
てを支援する福祉活動、 社会教育や体験活動などが、町 のボ
ランティアにより支えられています。これらの活動は 人づくりな
どの面で重要な役割を担っています。
現在は活動を支える

一方、アンケートで参加したいまちづくり活動を尋ねると、福祉ボランティア活動を希望
する60 70歳代の方や、小さな子どもと遊ぶなど子育て支援活動を希望する中高生が多く
いることが分かりました。
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中高生も含めより 世代や元気な高齢者など、今は参加していない人達にも、積極的に
声をかけ参加 ことが必要です。

や、
活動を促進する推進体制や施設づくりも

進めていくことも重要です。

（６）知恵を出し合って

美幌町では、まちづくりに関する各種委員会など、
とが望ましい組織において、構成・参加している人が重複している状況が
協働のまちづくりを進めていくには、町

ず町内にあるすべての組織の連携を強化していくことも重要です。
協働」を基本に、日頃から、町 情報の共有化を図

り、知恵を出し合い、課題を解決していく場面が多くみられるまちにしていくことが必要で
す。
さらに、日頃、まちづくり活動になじみが薄かったり、積極的ではない人でも、美幌のま

日頃の活動を通じて、また、インターネット等様々な手法を通じて、小さくても聞こえて来
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Ⅱ 基本構想

１ 将来像
豊かな自然と大地に恵まれた美幌町は、農 活かしな

がら、また、自衛隊が駐屯するまちとしてこれまで発展してきました。
日本全体が人口減少時代を迎え、基盤整備中心のまちづくりから、人や環境をより重視し

たまちづくりが求められています。
美幌町は、先代から引き継いだ地域の資源や環境を の い

くとともに、人の 「人が育つ」「人が中心」のまちづく
りを進めます。
そして、次世代・未来へと、地域の資源とともに人がつながり、夢が持てるまちをめざし

ます。
さらに、「ひとがつながる、みらいへつなげる」まちづくりが美幌町の となり、住ん

でいる人が誇れるまちになることをめざします。
このようなことから、第６期美幌町総合計画の将来像を、次のようにさだめます。

ひとがつながる、みらいへつなげる ここにしかないまち びほろ

ひとがつながる ：人とのつながりを大事にする。 。連携を強化していく。
みらいへつなげる：課題を解決しながら、次世代の子ども達に夢がもてる美幌町を継承する。

持続可能なまちづくりを進めていく。
ここにしかない ：美幌町の絶対的な

えないことがある、ここが好き、ここが自慢、こんなすごい人がいる、と
誇れるまち。
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２ 人口の指標

大正12
昭和60 26,686人となりました。その後は減少に転じ、その傾向が今日
まで続いています。
これまでの動向をふまえ、今後の総人口を推計※すると、平成37 16,923人、平成

42 15,230人という推計になります。
この計画では、雇用の拡大・安定や子育て支援の充実、いつまでも住み続けられる生活環

境づくりなど、定住につながる取り組みとともに、移住人口を増やす取り組みを積極的に進
めることとし、 ある平成38 18,000人とします。
また 0 14歳を2,050人、15 64歳を9,500人、65歳

以上を6,450人とします。

方法を用いていま
す。ここでは、平成12 ・17 ・22

人口の推移と今後の推計

年齢３区分別人口の割合

国勢調査の実績値（人） ※( )内は割合

（1995 ）
平成12
（2000 ）

平成17
（2005 ）

平成22
（2010 ）

平成38
（2026 ）

0 14歳 4,279
（17.3％）

3,606
（15.1％）

3,031
（13.3％）

2,720
（12.6％）

2,050
（11.4％）

15 64歳 16,582
（67.1％）

15,564
（65.1％）

14,289
（62.6％）

12,903
（59.8％）

9,500
（52.8％）

65歳以上 3,847
（15.6％）

4,733
（19.8％）

5,498
（24.1％）

5,950
（27.6％）

6,450
（35.8％）

合計 24,716 23,905 22,819 21,575 18,000
ので、各項目の合計とは一致しません。

推計値

18,000人

平成38 2026
24,716 23,905

22,819
21,575

20,172
18,591

16,923
15,230

0 

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 

25,000 

平成7年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

平成32年
（2020年）

平成37年
（2025年）

平成42年
（2030年）

（人）
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創

護

集

３ 基本目標

将来像「ひとがつながる、みらいへつなげる ここにしかないまち びほろ」の実現に向
けて取り組んでいくための、５つの基本目標を設定します。
それぞれの基本目標でめざす「まちづくり」をイメージするために想いを込めた「漢字１

文字」を設定し、基本目標とともに示すこととします。

基本目標１ 人を創

     自然の美しさやくらしの安心を､
みんなで護りあうまちづくり

    まちの資源や持ち味を、
活

     住みやすく、
人が集まる基盤をつくるまちづくり

    夢を育む体験！
あたたかい人をつくるまちづくり

基本目標１

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本目標５

活
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（１）基本目標１-人を創

・交通事故や犯罪、自然災害
ともに、情報網や公共

環境を創ります。

ィの機能を高め、次の世代を担う人や地域を創ります。
に住む人達

が
創ります。

知恵を出し合う関係

のあるまちを創ります。

（２）基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を､みんなで護りあうまちづくり

・恵まれた自然環境を次代に引き継いでいくために、自然を大
まち全体に広めるとともに、環境

負荷に配慮した やリサイクルを進め、美幌町の
環境を護ります。

の心身の健康づくりを積極的に援護します。
・子育て家族や高齢者、障がい者など、一人ひとりの
なる 生活を擁護することで、だれもが安心
して暮らせる、人にやさしいまちをつくります。

・身近な地域での支え合い、 ボランティア活動など
を支援し、世代の枠を超えたつながりにより、孤独になりや
すい人達の生活をお互いに護りあえるまちをつくります。

創

護

【音】ソウ

【訓】つくる、はじめる

【選定理由】

人を創る、和を創る、育

を創る、協調性を創る、

愛を創る、全てに協調す

る漢字。

【音】ゴ

【訓】まもる、まもり

【選定理由】

福祉や、環境にもつなが

る一文字 自然の中で

仲良く安心して暮らせ

るまちをめざすための

一文字。
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（３）基本目標３-まちの資源や持ち味を、活

・基幹産業である農 業を活かし、次の10
産業の裾野を拡大し、経済波及効果や雇用の創出につながる
取り組みを積極的に進め、企業が伸びるまちをめざします。

・美幌町内で起業したいという人を支援するとともに、美幌町
内で働いている人達が、活き活きと楽しく働けるまちをめざ
します。

・日常の買い物環境 感じられる、活気あ
るまちづくりをめざします。

・美しい自然、新鮮な農産物や食、交通の要衝という恵まれた
町 積極的に

みたいと思われるまちをめざします。
・まち全体の創意工夫により、地域資源を活かした特産品の開
発や地産地消の推進、来訪者の滞在促進などを進め、地域経
済の循環を活発にし

（４）基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

・ コンパクトシティである強みをさらに高める
、まちなかに人が集まり

やすい環境を整え、にぎわいを再生します。
・ユニバーサルデザインを取り入れた環境整備を
障がいにかかわらず、誰もが住みやすく、人が集まる基盤を
つくります。

有効に活用すること
に努める一方、 や集約を
体制にしていきます。

・身近なところで自然やうるおいを感じられる空間や景観を増
やすほか、子ども達が安心して自由に集まれる環境をつくり
ます。

活

集

【音】カツ

【訓】いきる、いかす

【選定理由】

「活性化、活気ある」の

ほかに「新鮮な」という

意味も。また、美幌町に

喝（活）を入れたいとい

う気持ちも込めて。

【音】シュウ

【訓】あつまる、つどう

【選定理由】

施設を集約し町をコン

パクトにまとめていく。

また、人やものが集ま

り、にぎわいを取り戻

す。
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（５）基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

・子どもの頃から、また、大人になっても、学びや夢を育む体
験（チャレンジ）、スポーツ活動、芸術文化活動など豊かな
経験を通じて、美幌町を愛する人が育つまちをめざします。

・「大人が変われば子どもも変わる」という考え方のもと、子
どもへの関心をまち

育てます。
・地域での 町 る
教育を 、学びたくなる学校づくりを進めます。

・美幌町の自然や歴史、食、産業、施設、豊かな経験を持つ人
達などを教育に 、楽しく元
気に学び活動できる機会を増やします。

・学びや活動の成果が個々の生きがいや、次代を担うひとを育
てる人づくりを目指します。

【音】イク

【訓】そだつ、そだてる

   はぐくむ

【選定理由】

夢を育むチャレンジを

大切にしたい。大人と子

どもが共に育みあい、温

かい人づくりをめざし

ていく。


